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 1. ハイライト 
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経常収益は、4,394百万円（対前年同期14.2％増）。 
 

前第4四半期から本格稼働した大型ペットショップを中心にペットショップ代理店で新規契約数が伸長。
一般代理店チャネルでも安定した契約獲得力を維持。継続契約も高い継続率を堅持。 

経常利益は、113百万円（対前年同期51.0％減）。 
 

当初予想をやや上回る減益幅とはなったものの、今後は損害率改善のための施策を順次導入・強化す
ることで、通期では1,010百万円の予想を据え置き。 

事業費率は、28.8％（前年同期は29.9％）。 
 

業務効率の改善を中心に経費の効率化を進めた結果、事業費率は前年同期の29.9％から1.1pt改善。
今後、更なる契約獲得力を強化するため営業コストは相応に配分する一方、一層の経費効率化を図る
ことでメリハリある経費コントロールに尽力。 
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損害率は、69.0％（E/Iベース。前年同期は65.5％）。 
 

90％プランにおける満期前利用の高騰を抑制する施策をはじめ、損害率改善に向けた諸施策の一部
が必ずしも期待通りの成果に繋がらなかったこと等から、当初想定の損害率よりも若干上ブレ。 
ただし、本年7月末での90％プラン終了に加え、今後引受審査強化や新規契約のチャネル選別等によ
り損害率の改善を推進・強化することで、第２四半期の損害率は前年同期を下回る見込み。 
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（百万円）

13年3月期
第1四半期

14年3月期
第1四半期

対前年同期

増減率

13年3月期
（実績）

14年3月期

（予想）
対前年度

増減率

経常収益 3,846 4,394 14.2% 16,186 18,136 12.1%

保険引受収益 3,774 4,327 14.7% 15,781 - -

　（正味収入保険料） (3,774) (4,327) (14.7%) (15,781) （-） （-）

資産運用収益 39 30 △ 23.3% 260 - -

その他経常収益 32 36 11.3% 143 - -

経常費用 3,614 4,280 18.4% 15,348 - -

保険引受費用 2,609 3,208 22.9% 11,450 - -

　（正味支払保険金） (2,157) (2,427) (12.5%) (9,465) （-） （-）

　（損害調査費） (146) (156) (6.7%) (581) （-） （-）

　（諸手数料及び集金費） (204) (255) (24.6%) (853) （-） （-）

　（支払備金繰入額） (35) (232) (553.6%) (140) （-） （-）

　（責任準備金繰入額） (65) (136) (108.5%) (409) （-） （-）

　　　（うち未経過保険料） (201) (248) (23.3%) (686) （-） （-）

　　　（うち異常危険準備金） (△135) (△111) (△17.8%) (△277) （-） （-）

資産運用費用 - 13 - 0 - -

営業費及び一般管理費 933 1,010 8.2% 3,632 - -

その他経常費用 71 48 △ 31.6% 264 - -

経常利益 231 113 △ 51.0% 837 1,010 20.7%

四半期純利益 183 68 △ 63.0% 640 637 △0.5%

 2. 2014年3月期第1四半期 連結業績概況 
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 3. 経常収益の推移（連結） 
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・新規契約の伸長、高水準での継続契約の獲得により、4,394百万円（対前年同期14.2％増） を計上。 
 

・通期では18,136百万円（同12.1％増）を予想。 

（第1四半期） 

（通期実績） 
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 4. 2014年3月期第1四半期振り返り 

ペットショップ代理店 

金融機関・カーディーラー 

企業内代理店等 

新規 

契約 

継続契約 

経
常
収
益
（保
険
料
収
入
） 

経
常
費
用 

経常利益 

保険引受費用 
（支払保険金、支払備金・責任準備金繰入額等） 

営業費及び一般管理費 

○大型代理店を中心に、新規契約獲得は堅調に推移 
○新規取扱店舗の継続的な開拓 
○募集コンプライアンスを一層強化 

○地銀・信金等のほか、大型金融機関代理店の提携を推進 
○規模の大きな職域代理店との連携強化 

○契約者満足度向上施策が奏功し、継続率は高い水準で安
定的に推移 

 （前年度平均から0.5ptの上昇） 

 
○第1四半期では113百万円を計上。 
○年度では1,010百万円の経常利益を見込む  
  

○損害率改善施策の一部が期待通りの成果に至らなかったこ
と等により損害率は想定より若干上ブレしたが、90％プラン
の停止や引受審査強化、契約チャネル選別等の施策導入・
強化により損害率の更なる改善を推進 

○保険金支払の促進により異常危険準備金を一部取崩し 

○経費管理の徹底、効率的費消を継続  



 5. 経営パラメーターの推移（損保単体） 
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・堅調な新規契約と高水準の継続契約が相まって、保有契約数は着実に増加。 
 

・ペットショップ代理店を中心に、前年同期比15％超の新規契約を獲得。 
 

・平均継続率は引き続き高水準で推移し、継続契約を安定的に獲得。 
 

・新規開業を中心に対応動物病院数が増加し、お客様にとってより一層利便性が向上。 

① ② ③ ③－① ③-②

15,929件

(3.6%)

3,822件

(15.4%)

59病院

(1.1%)

新規契約数　（※2）

平均継続率 88.1%

13年3月期末

446,414件

99,504件

13年3月期

第1四半期

408,761件

対前年同期

増減（率）

対応動物病院数

保有契約数　（※1）

-

14年3月期

（5月8日予想）

5,591病院

14年3月期

第1四半期

5,408病院

114,000件

88.6%

対前年度末

増減（率）

88.5%

5,349病院

462,343件

87.9%

5,176病院

505,602件

28,599件

0.5pt

24,777件 -

-

-

※1 それぞれの期末日現在において保有する契約数 
 

※2 各期4月1日からそれぞれの期末日までに獲得した新たな契約数の累計 
 

  3 従来開示しておりました「ペットショップ代理店店舗数」「一般代理店店舗数」は、各店舗の規模により一店舗当たりの獲得契約件数が大きく異なることから、 
 

    それぞれの代理店店舗数と契約数の比例関係に乖離が生じ得るため、両者の開示に替えて新たに「新規契約数」を開示しております。 



 6. 損害率・正味事業費率の推移（四半期） 
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・ E/I損害率は季節要因及び損害率改善施策の一部が期待通りの成果に及ばなかったこと等により当初想定よりも上
昇したが、7月末での90％プラン終了、引受審査強化、契約チャネル選別等の各種施策を導入・強化することにより、
損害率の改善を推進し、第２四半期は前年同期を下回る見込み。 

 

・新規契約獲得力強化のために営業コストを重点配分しているが、規模の拡大効果に加え経費管理の徹底、効率化に
向けた取り組み等により、正味事業費率は対前年同期比1.1pt改善し、30％を下回る水準で継続推移。 

注）  下表は、四半期毎の平均値を記載しておりますので、〔経営指標の推移（損保単体）〕 
    に記載する期間累計平均の同損害率とは数値が異なります。 （％） 
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 7. 経常利益の推移（連結） 
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・経常利益は、113百万円（対前年同期51.0％減少）を計上。 
 

・通期では1,010百万円（同20.7％増）を予想。 

（第1四半期） 

（通期実績） 
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 8. 経営指標の推移（損保単体） 

①正味損害率（W/P)
　（正味支払保険金＋損害調査費）/正味収入保険料X100 61.0% 59.7% 63.7% 61.4%

②E/I損害率
　（正味支払保険金＋支払備金積増額＋損害調査費）/既経過保険料X100

65.5% 69.0% 67.5% 64.4%

③正味事業費率
　（諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費）/正味収入保険料X100 29.9% 28.8% 28.5% 28.8%

④コンバインド・レシオ（合算率）
　(正味損害率+正味事業費率＝①＋③) 90.9% 88.5% 92.2% 90.2%

⑤E/I損害率＋正味事業費率
　（②+③）

95.4% 97.8% 96.0% 93.2%

　単体ソルベンシー・マージン比率 296.9% 264.8% 281.3% 282.1%

13年3月期
第1四半期

14年3月期
第1四半期

第1四半期比較 通期比較

13年3月期
14年3月期
（5月8日予想）



（百万円）

13年3月期
14年3月期
第1四半期

対前期増減率

資産合計 16,872 17,229 2.1%
現金及び預貯金 4,986 5,013 0.5%

有価証券 9,272 9,546 3.0%

有形固定資産 86 92 6.7%

無形固定資産 373 369 △ 1.0%

その他資産 1,940 1,994 2.8%

　うち保険業法第113条繰延資産 646 606 △ 6.2%

繰延税金資産 219 221 0.9%

貸倒引当金 △ 7 △ 9 -

負債合計 9,067 9,423 3.9%
保険契約準備金 7,702 8,072 4.8%

　うち支払備金 1,142 1,374 20.4%

　うち責任準備金 6,560 6,697 2.1%

その他負債 1,292 1,309 1.4%

賞与引当金 69 38 △ 45.1%

価格変動準備金 2 3 22.0%

純資産合計 7,805 7,806 0.0%
株主資本 7,795 7,888 1.2%

　うち資本金 4,238 4,250 0.3%

　うち資本準備金 4,128 4,140 0.3%

　うち利益剰余金 △ 571 △ 503 -

評価・換算差額等 9 △ 81 -

負債・純資産合計 16,872 17,229 2.1%

 9. 財務状態：貸借対照表（連結） 
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 10. 財務状況：キャッシュ・フロー計算書（連結） 

（百万円）

13年3月期

第1四半期

14年3月期

第1四半期

営業活動によるキャッシュ・フロー 371 485

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,054 △982

財務活動によるキャッシュ・フロー 11 23

現金及び現金同等物の増減額 1,437 △472

現金及び現金同等物の期首残高 1,543 1,283

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,981 810

11 
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本資料に関する注意事項 

本資料は、現在当社が入手している情報に基づいて、当社が本資料の作成時点に
おいて行った予測等を基に記載しております。 

 これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、一定のリスクや丌確実性を内
包しております。 従いまして、将来の実績が本資料に記載された見通しや予測と大
きく異なる可能性がある点をご承知おきください。 

なお、本資料は情報提供のみを目的としたものであり、当社が発行する有価証券へ
の投資の勧誘・募集を目的としたものではございません。    

お問合せ先 

アニコム ホールディングス株式会社 経営企画部 

東京都新宿区下落合1-5-22 アリミノビル 2F 

URL：http://www.anicom.co.jp/ 


